
　毎年、湊川短期大学教員による子育て講座を地域子育て支援センター
の事業の一環で年 10 回、みなとっちひろばを会場として実施している。
（今年度 8 回）今回は、音楽リズムスタジオを会場にして幼児教育保育学科の
臼井奈緒先生、大西隆弘先生、そして当日ゲスト出演の岸田真紀先生
（イラスト・楽器担当）が童謡 60 曲のプログラム（イラスト入）から参加
親子のリクエストを取り、歌って聴かせる参加型のコンサートだった。
ゼミの学生 8 名も準備、片付け、子どもの見守りに協力し、親子合わせて
100 名以上の参加となった。子育てママには毎回大変好評で、参加者も
平均 30 組近くである。11 月には理事長先生のお茶会講座があり、毎年
申込み多数で抽選となる。
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第２回あいあい講座 「親子で楽しむコンサート」

み な と が わ 人 物 紹 介

高橋 晉戒 先生
（湊川短期大学 准教授）

尾田 利恵子 先生
（西舞子幼稚園）

＜湊川短期大学 准教授 高橋晉戒先生に自己紹介とキャリア教育についてご寄稿いただきました。＞
　本年4月にキャリア教育担当者として湊川短期大学に奉職させて頂きました「高橋 晉戒」と申します。「晉戒（しん
かい）」という名前から、察して頂けますように僧侶です。また浄土宗　総本山 知恩院の布教師も拝命しております。
本学の駐車場に車を止め、相野の「電線の見えない大空」を見ておりますと、子どもの頃、友達としていた凧揚げや、
3年程前に西安の鼓楼で子どもたちと混じって揚げた連凧揚げを思い出します。私自身、過去を懐かしみ、喜べる
年齢になったのでしょう。そんな私は、幼い頃から最近まで「凧は大空を自由に飛べて、上から地上を眺めて、気持
ちいいだろうな。凧に人格があったら、きっと幸せなのだろうなぁ。」とボンヤリ考えておりました。
凧のように「空を飛べたら」とか「自由への憧れ」を、つい考えてしまうのも、4月から心を離れない悩みに、昨日も
解答が出せなかったからでしょう。湊川にきて芽生えた「キャリア教育＝学生が就職するまで」という世間の考え
方は、本当に正しいのか…と。考えの纏まらない中、日々だけが、虚しく過ぎていきました。
先日テレビを見ておりましたら、懐かしくも、中国の連凧揚げが映り、ナレーターの言葉に、こんな台詞がありました。
「凧の喜びとは大空で自由に飛ぶ事よりも、いずれ手繰り寄せてくれる糸があるという事だ。」思わず、画面を二度
見して、考えました。その時、ふと恩師の山野上素充先生に「本当の幸福とは、あらゆる世界を見聞きしつつも、心の
中に大切なものを持っていることです。」とお話し頂いた時の事を思い出したのです。
凧なら「空へ高く上って、小さくなる世界を眺め、優越感に浸り、心地いい風に吹かれ、自由を謳歌している」かも
しれないが、私たちの様な人間はどうなのだろうか…。弱い私たち人間は、孤独の中では生きてゆけないし、日々
「誰かに認めてもらいたい。」「守ってもらいたい。」「必要とされたい。」と老若男女の誰もが、そんな思いで生きて
いるのではないのだろうか。きっと誰もが、毎日を不安に駆られながら、焦り、いつでも自分を受け入れてくれる
環境を求めている、望んでいるのだ…と考え直したのです。それならば「就職する事が、キャリア教育の終着駅」で
は断じてないと。
私たちが推進するキャリア教育では、「就職すること＝ゴール」ではありません。就職は、あくまで通過点なのです。
多彩な可能性を持つ、湊川の全ての学生たちが、どのような道に進もうとも「働くことに、幸せを感じる」「仕事を
通して、社会に貢献することを喜べる」そんな、きっかけになるように講座を展開します。学んだ学生たちが、何歳
になっても、自信を持って社会で活躍出来るように。そう、湊川のキャリア教育では、将来、自分が、「大空で自由に
飛ぶ喜び」ではなく、「ご両親をはじめとする周囲の、多くの方々が手繰り寄せてくれる 『おかげ』 という糸を感謝
し、喜び、仕事を終えてからでも、地域や周りの方々の役に立つ人格になることで、『私は、豊かな人生を歩む事が
できた…。』」 と感謝の中で、人生を振り返ってもらえるような 「生涯教育」 を目指します。　合 掌

認定こども園湊川短期大学附属西舞子幼稚園（大前成美園長）の主幹教諭 尾田利恵子先生にお話をお聴き
しました。
先生は、湊川女子短期大学を卒業後、西舞子幼稚園に 6年、神陵台幼稚園に 1年勤務。その後一般企業へ 10年間
就職されました。そして再び当園へ戻られた経緯をお持ちの先生です。どうしてこの職場へ再就職されたのかを
お聞きすると、「子どもたちの成長を見守る大切な職場の中で、季節を感じながら生きて行きたいからです」
とのことでした。子どもたちに望むことは、自分で考え行動することを身につけ、自分から発信できるモノを
持ってくれればと願っているということです。趣味は「食べること」。もちろん食材にこだわった料理をする
ことも楽しいですねとおっしゃる人の優しさが伝わってくる先生です。


